
牙
徴
が
梨
、
川
の
知
造

ギ
リ
シ
ャ
の
^
優
カ
ッ
セ
リ
火
人
が
卜
U
代
オ
リ

ン
ヒ
ャ
の
逮
跡
で
甜
゛
~
印
、
乢
し
た
。
そ
し
て
四
火

は
と
゛
9
)
゛
れ
北
併
リ
糸
な
^
Ⅲ
<
の
よ
、
つ
で
あ
っ

た
。
し
か
し
伝
統
と
洲
史
は
そ
の
式
典
に
、
砥
ぎ

す
ま
き
れ
た
よ
う
な
葬
L
是
匂
え
六
に
述
い
な

0

り
'
一
打
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク
は
 
H
厶
人
の
ヨ
日
H
心
を

で
充
突
し
て

い
も
の
を
感
じ
る
。

特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
。
ハ
の
合
聖

Y
i
は
b
オ
文
化
の
仮
統
の
上
に
刷
化
さ
し
、
日
本

、

、

、の
妙
イ
芥
、
ー
る
仰
Ⅵ
ι
の
埒
代
に
入
一
,
た
こ
と
゛
ソ
愈

^
^
る
と
い
「
て
゛
0
よ
J
^
ろ
、
つ
。

:
.
ー
ー
、

こ
の
両

れ
ぞ
れ
に
深

称
は
而
旧

(
ク
ラ
ー
ク
記
今
様
)
、
有
終
鯨
等
々
は
今
も
な
お

俊
n
で
ゴ
る
ブ
カ
.
刃
ら
し
い
繋
お
件
は
折
ら

し
し
師
志
社
の
窕
辰
の
姿
と
し
て
そ
の
柴
容
耶
」
浴

つ
て
し
る
し
力
し
仙
・
'
奄
W
鴫
b
1
、

も
の
へ
の
;
召
勿
な
謀
和
で
は
な
く
、
日
本
の
児
弌

を
呼
吸
司
る
同
志
社
と
し
て
の
象
徴
的
空
W
の
創

乢
^
一
じ
J
る
こ
と
を
・
帥
て
や
ま
、
▲
、
。

(
剛
九
小
楽
・
川
振
)

・
>
"
ー
゛
牙
創
ヲ
气
へ
ノ
Ⅱ
、
・
、
、
ヨ
創
一
ヒ
ー
ν
一
上
'
,
出

て
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め

、

、K

ず゛!

(、
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